
つる市政 Topics

都留市総合防災訓練実施！

　

８
月
31
日
、
市
役
所
と
宝
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
都
留
市
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
防
災
体
制
の
確
立

と
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
震
予
知
か
ら
災

害
応
急
対
策
ま
で
の
総
合
的
な
地
震

防
災
訓
練
を
、
関
係
機
関
や
自
主
防

災
会
な
ど
と
連
携
し
、
毎
年
、
防
災

の
日
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
訓
練
は
、
午
前
８
時
か

ら
防
災
行
政
無
線
の
一
斉
放
送
に

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
市
役
所
庁

舎
に
お
い
て
は
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
情
報
の
伝
達
な
ど
を
訓

練
し
ま
し
た
。

　

宝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
自

主
防
災
会
、
消
防
団
、
関
係
団
体
な

ど
約
３
０
０
名
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
消
火
訓
練
や
給
水
訓
練

な
ど
災
害
時
に
備
え
た
訓
練
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
の
訓
練
内
容

○
非
常
参
集
訓
練

○
地
震
災
害
警
戒
本
部
の
設
置
及
び

運
営
訓
練

○
災
害
対
策
本
部
、
方
面
対
策
支

部
、
避
難
所
の
設
置
及
び
運
営
訓
練

○
情
報
収
集
伝
達
訓
練

・
東
海
地
震
注
意
情
報
、
東
海
地
震

　

予
知
情
報
な
ど
の
伝
達

・
避
難
状
況
な
ど
の
収
集
及
び
報
告

・
被
害
状
況
収
集
報
告

○
避
難
訓
練

○
消
火
訓
練

○
炊
き
出
し
訓
練

○
障
害
者
避
難
誘
導
訓
練

○
簡
易
ト
イ
レ
組
立
訓
練

○
無
線
通
信
訓
練

○
応
急
手
当
訓
練

○
給
水
訓
練

○
発
電
機
操
作
訓
練

○
煙
体
験
ハ
ウ
ス

○
救
出
、
救
護
訓
練

　

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

２

５

７

４

６

１　当日の避難訓練のようす
２　消火訓練のようす
３　日本赤十字社による豚汁やアルファ
　　 米の炊き出し訓練も行われました
４　簡易トイレ組立訓練のようす
５　給水訓練のようす。万が一断水し
　　た場合は給水車が出動します
６　発電機操作訓練のようす。皆さん
　　熱心に操作説明を聞いていました
７　救出訓練のようす。迫力ある訓練
　　となりました
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第82回都留市町別野球大会を開催しました。桂町チーム 14年ぶりの優勝！！

　

82
回
目
の
町
別
野
球
大
会
が
、
８
月
３

日
の
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
８
月
31
日
の

決
勝
戦
ま
で
、
毎
週
日
曜
日
に
25
チ
ー
ム

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
昨
年
の
初
優
勝
か
ら
連
覇

を
狙
う
中
津
森
と
14
年
ぶ
り
の
優
勝
を
狙

う
桂
町
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
桂
町
が
初
回
、
幸
先
よ
く
１

点
を
先
制
し
、
試
合
の
主
導
権
を
握
る
展

開
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
津
森
は
５
回
、
連
打
を
絡
め

た
攻
撃
で
１
点
を
取
り
返
し
同
点
と
し
ま

（　）

優
勝

　桂

　町

田　　野　　倉

長　　者　　町

早 馬 町 ・ 新  町

中　　津　　森

十　日　市　場

小　　形　　山

上  ・  下 天 神 町

旭 ヶ 丘 ・ 厚  原

　　　境

法　　　　　能

金　　　　　井

下　　大　　幡

月　見　ケ　丘

仲  町 ・ 城 北 町

楽　　　　　山

栄　　　　　町

四　日　市　場

古　　川　　渡

熊　　井　　戸

上　　　　　町

上　　大　　幡

桂　　　　　町

田　　　　　原

上　　夏　　狩

下　　小　　野
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1    1
特別延長

  0　1

し
た
。
そ
の
後
は
両
チ
ー
ム
と
も
先
発
投

手
の
好
投
も
あ
り
得
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
７
回
終
了
時
点
で
１
―
１
の
同

点
と
な
り
、
特
別
延
長
戦
へ
と
も
つ
れ
込

み
ま
し
た
。

　

特
別
延
長
１
回
裏
、
相
手
の
ミ
ス
も
重

な
り
三
塁
走
者
が
生
還
し
、
桂
町
の
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
自
治
会
・
家
族
の
方
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
観
客
の
方
々
の
熱

の
入
っ
た
応
援
が
、
大
会
を
い
っ
そ
う
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

■優勝・桂町チーム

■準優勝・中津森チーム

最
優
秀
選
手
賞

　

前
田 

航
喬
さ
ん（
桂
町
）

個　人　賞

打
撃
賞　

渡
辺 

宝
一
さ
ん （
右
）

敢
闘
賞　

小
林 

久
貴
さ
ん （
左
）

　
　
　
　
（
中
津
森
） 

大 会 結 果
優　勝　桂町
準優勝　中津森
３　位　下大幡、古川渡

第10回都留市ジャパンジュニアグラススキー大会開催！

　

８
月
22
日（
金
）
か
ら
24
日

（
日
）
の
３
日
間
、
鹿
留
の
サ
ン

パ
ー
ク
都
留
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

に
お
い
て
、
小
中
学
生
・
高
校
生

を
対
象
と
し
た
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

の
全
国
大
会「
第
10
回
都
留
市

ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
大
会
」が
高
円
宮
妃
殿
下
を

お
迎
え
す
る
な
か
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
総
務
省
・
文
部
科

学
省
が
推
進
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
づ
く
り
推
進
事
業
」を
受
け
て

開
催
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
本
市
が「
全
国
か
ら
憧
れ

ら
れ
る
ま
ち
＝
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
の

聖
地
」に
な
れ
る
よ
う
、
10
年
間

継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
日
本
代

表
選
手
な
ど
を
含
む
、
約
50
人
の

ト
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
日
本
全
国
か
ら
参
加
し
、

優
勝
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

氏名 学年 出身地
前田茉里乃 中２ 長野県
成田一久 中２ 神奈川県

■ FIS チルドレンキャンプ派遣選手

大回転競技

クラス 氏名 学年 出身地
小学生低学年男子 坂本怜大 小４ 東京都
小学生低学年女子 小見ひなの 小４ 神奈川県
小学校高学年男子 成田美光 小５ 神奈川県
小学校高学年女子 山本優乃 小６ 茨城県
中学生男子 荒井元気 中３ 東京都
中学生女子 前田茉里乃 中２ 長野県
高校生男子 田中一輝 高２ 東京都
高校生女子 前田知沙樹 高１ 長野県

回転競技

小学生低学年男子 坂本怜大 小４ 東京都
小学生低学年女子 小見ひなの 小４ 神奈川県
小学校高学年男子 成田美光 小５ 神奈川県
小学校高学年女子 小林舞桜 小６ 長野県
中学生男子 窪田友洋 中３ 北杜市
中学生女子 前田茉里乃 中２ 長野県
高校生男子 堀内洋平 高２ 富士吉田市
高校生女子 前田知沙樹 高１ 長野県

氏名 学年 出身地
前田茉里乃 中２ 長野県
窪田友洋 中３ 北杜市
前田知沙樹 高１ 長野県
堀内洋平 高２ 富士吉田市

氏名 学年 出身地
小見ひなの 小４ 神奈川県
坂本怜大 小４ 東京都
山本優乃 小６ 茨城県
成田美光 小５ 神奈川県

氏名 学年 出身地
前田知沙樹 高１ 長野県
窪田友洋 中３ 北杜市

■文部科学大臣賞 ■知事賞

■県議会議長賞

以上、敬称略

■種目・学年・男女別優勝者

■（左上）出場選手全員で記念撮影です。■（左下）ジュ
ニアとはいえ、ものすごいスピードで各選手ともに
滑走します。■（右上）高円宮妃殿下をお迎えするこ
とができました。■（右下）文部科学大臣賞を受賞し
た２選手です。お疲れさまでした！

　

ま
た
、
小
学
生
低
学
年
・
高
学

年
男
女
の
２
種
目
総
合
優
勝
者
に

は
山
梨
県
議
会
議
長
賞
が
授
与
さ

れ
、
中
学
生
・
高
校
生
男
女
の
２

種
目
総
合
優
勝
者
に
は
山
梨
県
知

事
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
総
合
優
勝
選
手
に
は
そ
れ

ぞ
れ
文
部
科
学
大
臣
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
の
入
賞
者
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
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市内の河川水質検査結果を
公表します。

　市では、毎年市内の主要河川を対象
に水質調査を行っています。過去10
年間の水質の移り変わりを見ると、そ
の年によって多小のばらつきはあるも
のの、ほとんど水質に変化は見られま
せん。

項　目 水温 ＰＨ
水素イオン濃度

ＢＯＤ
生物化学的酸素要求量

ＳＳ
浮遊物質量

ＤＯ
溶存酸素量 大腸菌群数

桂　川
 境・境橋上 15.0 8.0 0.5 未満 0.5 未満 9.7 4,900
 田原・合流点上 16.2 7.9 0.7 1.4 9.3 7,900
 下谷・院辺橋合流点上 20.5 8.1 0.5 1.2 9.0 2,300

鹿留川
 沖・相川プレス前 20.0 7.7 0.8 1.2 8.5 7,900
 古渡・おなん淵上 21.0 7.9 0.7 0.8 8.6 3,300

菅野川

 菅野・人家はずれ 15.9 7.8 0.5 未満 0.5 未満 9.6 170
 大津・熊井戸取水口 20.0 7.9 0.5 未満 0.6 8.8 2,300
 玉川・合流点上 23.0 7.9 0.5 0.6 8.7 7,900
 九鬼・合流点上 22.0 7.9 0.6 1.8 8.6 7,900

家中川
 田原・十万石前 16.2 7.9 0.6 0.6 9.5 22,000
 上谷・市役所前 21.3 8.0 0.7 1.2 8.5 7,000
 四日市場・信号横 21.0 8.0 2.1 3.2 9.1 24,000

大幡川
 下大幡  ・大門取水口 20.7 7.7 0.5 未満 0.8 8.7 1,100
 金    井・合流点上 23.5 8.0 0.7 1.8 8.6 17,000

戸沢川
 上戸沢  ・せせらぎ荘上 17.0 7.8 0.5 未満 0.5 未満 9.2 170
 玉    川・合流点上 20.5 7.7 0.6 2.0 8.6 13,000

朝日川
 朝日曽雌・合流点上 17.2 7.8 0.5 未満 0.5 未満 9.3 130
 井    倉・合流点上 21.5 7.8 0.6 0.5 未満 8.7 780

柄杓流川
 上夏狩  ・湯の沢温泉上 16.6 8.0 0.5 未満 0.5 未満 9.6 3,300
 十日市場・合流点上 15.3 7.8 0.5 未満 0.5 未満 9.9 54,000

桂　川  田野倉　・桂川大橋下 22.5 8.2 0.6 0.8 8.8 2,300
寺　川  下　谷・窪田米穀店前 22.0 7.8 2.0 4.4 8.0 54,000
中　川  中　谷・家中川合流点 21.6 7.7 2.0 1.4 7.2 92,000

　

こ
の
水
質
検
査
は
、
水
質
の
状
況
を

把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
護

と
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
結

果
は
、
下
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

河
川
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
）や
Ｓ
Ｓ（
浮
遊
物
質
量
）な

ど
の
値
に
よ
っ
て
、
類
型
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す（
下
表
２　
「
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
環
境
基
準
」に
定
め
る
河

川
の
類
型
別
基
準
値
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）。

　【
用
語
説
明
】

※
Ｐ
Ｈ　

酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
の
程
度

を
表
す
も
の
で
す
。
７
が
中
性
で
、

７
未
満
で
酸
性
、
７
を
超
え
る
と
ア

ル
カ
リ
性
と
な
り
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ　

水
中
の
微
生
物
が
有
機
物

を
分
解
す
る
際
に
必
要
と
す
る
酸
素

■表1　水質調査結果
※ ※ ※

の
量
の
こ
と
で
す
。
水
が
き
れ
い
で

あ
れ
ば
、
有
機
物
を
分
解
す
る
時
の

酸
素
量
は
少
な
く
て
す
み
、
値
は
小

さ
く
な
り
ま
す
。
逆
に
汚
れ
て
い
れ

ば
、
必
要
と
す
る
酸
素
量
は
多
く
な

り
、
値
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

※
Ｓ
Ｓ　

水
中
に
浮
遊
す
る
直
径
２
㎜ 

以
下
の
不
溶
解
性
物
質
の
こ
と
で

す
。
Ｓ
Ｓ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
透
明

度
な
ど
の
外
観
が
悪
く
な
り
、
光
の

透
過
が
妨
げ
ら
れ
て
水
中
植
物
の
光

合
成
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

※
Ｄ
Ｏ　

水
中
に
溶
け
込
ん
だ
酸
素
量

の
こ
と
で
す
。
Ｄ
Ｏ
の
値
が
小
さ
い

ほ
ど
水
質
が
悪
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

※
大
腸
菌
群
数　

水
中
に
存
在
す
る
大

腸
菌
群
の
数
の
こ
と
で
す
。

類　型 ＰＨ
水素イオン濃度

ＢＯＤ
生物化学的酸素要求量

ＳＳ
浮遊物質量

ＤＯ
溶存酸素量 大腸菌群数

ＡＡ 6.5 以上、8.5 以下 1mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5mg/l 以上 　 50MPN/100ml 以下
Ａ 6.5 以上、8.5 以下 2mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5mg/l 以上 1,000MPN/100ml 以下
Ｂ 6.5 以上、8.5 以下 3mg/l 以下 25mg/l 以下 5.0mg/l 以上 5,000MPN/100ml 以下
Ｃ 6.5 以上、8.5 以下 5mg/l 以下 50mg/l 以下 5.0mg/l 以上 －
Ｄ 6.0 以上、8.5 以下 8mg/l 以下 100mg/l 以下 2.0mg/l 以上 －

■表2　「生活環境の保全に関する環境基準」に定める河川の類型別基準値

※ ※

夏狩湧水とバイカモ
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